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すう広報

大島
お

　３月６日、たちばなケアプラザにおいて離
乳食教室『もぐもぐ・ごっくん』が開催され
ました。当日は乳児を持つ母親や祖母 13 名が
教室に参加し、「にんじんとりんごのペースト」
など４種類の離乳食を調理。
　調理の後には、母親からわが子へ離乳食を食
べさせ、乳児はおいしそうに食べていました。

もぐもぐ・ごっくん離乳食教室
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平成 24年度　町長施政方針

平成 24 年３月町議会定例会における町長の施政
方針を要約してお知らせします。

周防大島町長　椎木　巧
　

本
年
は
、
私
に
と
っ
て
町
長
の
任
期
４
年

目
、
最
終
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
す
。

　

周
防
大
島
町
の
二
代
目
町
長
に
就
任
以

来
、
議
員
各
位
と
町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
常
に
財

政
の
健
全
化
を
念
頭
に
「
合
併
し
て
よ
か
っ

た
と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
、

諸
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
社
会
経
済
情
勢
に
目
を
向
け
ま

す
と
、
金
融
資
本
市
場
の
危
機
に
よ
る
世
界

経
済
の
弱
体
化
、
劇
的
な
政
権
交
代
、
そ
し

て
東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
、
さ
ら
に
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
府
債
務
の
動
揺
や
急
激
な
円

高
な
ど
…
ま
さ
に
歴
史
的
な
出
来
事
が
国
内

外
で
続
き
、
現
下
の
我
が
国
は
先
行
き
の
見

え
な
い
不
透
明
感
で
あ
ふ
れ
、
非
常
に
憂
慮

さ
れ
る
状
況
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
町
政
運
営
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
私
は
、
合
併
時
の
懸
案
事
項
を
滞
り
な

く
完
了
さ
せ
た
中
本
前
町
長
の
後
を
う
け
、

財
政
の
健
全
化
を
第
一
に
掲
げ
、
行
政
コ
ス

ト
の
削
減
に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
財
源
で
、

小
中
学
校
や
病
院
の
耐
震
化
、
拠
点
避
難
施

設
へ
の
防
災
備
蓄
倉
庫
の
設
置
、
そ
し
て
子

育
て
支
援
の
充
実
な
ど
住
民
生
活
に
密
着
し

た
事
業
や
、
町
陸
上
競
技
場
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
整
備
、
そ
し

て
滞
在
型
・
体
験
型
観
光
の
事
業
を
通
じ
て

の
交
流
人
口
１
０
０
万
人
を
目
指
す
「
賑
わ

い
の
創
出
」
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
平
成
22

年
度
か
ら
の
過
疎
自
立
促
進
計
画
、
そ
し
て

平
成
23
年
度
か
ら
の
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
に
基
づ
い
て
精
い
っ
ぱ
い
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

人
口
の
社
会
減
に
歯
止
め

　

先
の
国
勢
調
査
で
は
10
・
８
％
人
口
が
減

少
す
る
な
ど
、
少
子
・
高
齢
化
は
依
然
と
し

て
進
行
し
て
お
り
、
決
定
的
な
打
開
策
を
見

い
だ
せ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
数
年
、
Ｕ

Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の
動
き
が
少
し
ず
つ
芽
吹
き
は

じ
め
、
人
口
の
社
会
減
に
歯
止
め
が
か
か
る

傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
就
任
当

初
か
ら
の
取
り
組
み
を
軌
道
に
乗
せ
る
と
と

も
に
、
よ
り
力
強
く
加
速
さ
せ
、
周
防
大
島

町
が
存
在
感
を
発
揮
し
続
け
る
た
め
に
粉
骨

砕
身
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る
決
意
で
す
。

中
期
的
な
財
政
運
営
に
一
定
の
め
ど

　

本
町
の
財
政
状
況
は
、
平
成
22
年
度
決
算

で
財
政
運
営
の
弾
力
性
や
自
由
度
を
示
す
経

常
収
支
比
率
が
合
併
後
初
め
て
80
％
台
と
な

る
な
ど
、
現
時
点
の
試
算
で
は
中
期
的
な
財

政
運
営
に
一
定
の
め
ど
が
立
っ
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
自
主
財
源
に
乏
し
く
、
町
税
収

入
の
伸
び
も
期
待
で
き
ず
、
ま
た
平
成
27
年

度
か
ら
合
併
支
援
措
置
の
段
階
的
な
縮
小
が

は
じ
ま
り
、
将
来
的
に
一
般
財
源
の
減
少
が

見
込
ま
れ
る
中
で
は
、
長
期
的
視
野
に
立
っ

た
財
政
運
営
が
必
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
に
向
け
て

　

私
に
と
り
ま
し
て
は
任
期
最
後
の
当
初
予

算
と
な
り
ま
す
平
成
24
年
度
予
算
を
、
仕
上

げ
の
予
算
と
位
置
づ
け
、「
幸
せ
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
て
積
極
果

敢
に
町
政
運
営
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
健

康
診
断
、
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
を
始
め

と
す
る
「
健
康
づ
く
り
の
推
進
」、
東
日
本

大
震
災
等
の
教
訓
を
踏
ま
え
た
実
効
性
の
あ

る
自
主
防
災
組
織
の
育
成
な
ど
の
「
防
災
対

策
の
充
実
」、
産
業
振
興
、
地
域
活
性
化
、

空
き
家
対
策
な
ど
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た

め
の
「
定
住
促
進
事
業
の
推
進
」
の
３
つ
の

事
業
を
重
点
課
題
と
し
、
最
大
限
の
予
算
措

置
を
講
じ
ま
し
た
。

①
健
康
づ
く
り
の
推
進

　
「
町
民
健
康
福
祉
大
会
」
を
開
催
い
た
し

ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
健
康
診
断
の

重
要
性
や
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
対
す
る
意

識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
福
祉
事
務
所
を
設

置
す
る
こ
と
も
あ
り
、
福
祉
、
介
護
、
医
療

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
機
会
に
な
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

検
診
事
業
の
拡
充
に
つ
い
て
、
が
ん
検
診

推
進
事
業
で
は
、
大
腸
が
ん
検
診
を
推
進
事

業
に
位
置
づ
け
、
５
歳
刻
み
で
検
診
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し
受
診
率
を
高
め
、
が

ん
の
早
期
発
見
を
図
り
ま
す
。

　

初
の
試
み
と
し
て
脳
ド
ッ
ク
検
診
事
業
で

も
、
40
歳
か
ら
60
歳
の
５
歳
刻
み
到
達
者
に

受
診
を
促
し
、そ
の
費
用
の
４
分
の
３
（
２
万

円
）
を
助
成
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
40
歳

町の存在感を発揮し続けるために
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到
達
者
と
３
年
間
無
受
診
者
に
特
定
健
診
の

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し
受
診
率
向
上
を

図
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
、
検
診
等
の
受
診
率
を
高
め
、

病
気
の
早
期
発
見
に
よ
り
、
重
症
化
を
防
ぐ

こ
と
が
、
結
果
的
に
医
療
費
の
抑
制
に
つ
な

が
れ
ば
と
の
思
い
に
よ
る
も
の
で
す
。

②
防
災
対
策
の
充
実

　

昨
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
は
、
県
内
で
唯
一
「
東
南
海
・
南
海
地
震

防
災
対
策
推
進
地
域
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る

本
町
に
も
大
き
な
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
町
内
各
地
に
広
が
っ
た
被
災
地
支

援
の
動
き
を
大
変
心
強
く
感
じ
ま
す
と
と
も

に
、
改
め
て
、
家
族
や
地
域
の
つ
な
が
り
を

育
ん
で
い
く
こ
と
の
大
切
さ
や
、
さ
ま
ざ
ま

な
災
害
へ
の
備
え
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
の

必
要
性
を
痛
感
い
た
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
発
生
時
に
お
い
て
初
期
活
動
の
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
の
た
め
、
可
搬
式
消
防
ポ
ン

プ
の
積
載
を
容
易
に
す
る
消
防
ポ
ン
プ
積
込

用
リ
フ
ト
を
各
消
防
機
庫
に
配
備
し
、
ま
た
、

災
害
時
の
通
信
手
段
を
確
保
す
る
た
め
衛
星

携
帯
電
話
を
各
総
合
支
所
な
ど
６
か
所
に
整

備
す
る
と
と
も
に
、
東
和
地
区
に
あ
る
陸
上

競
技
場
隣
接
地
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
整
備
し
て

救
急
患
者
搬
送
や
緊
急
物
資
の
受
け
入
れ
に

備
え
ま
す
。

　

地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て
も
、
東
日
本
大

震
災
の
大
規
模
災
害
を
踏
ま
え
て
、
現
在
の

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
住
民
の

み
な
さ
ん
へ
の
周
知
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
各
地
域
の
自
主
防
災
組
織
を
、
よ
り

実
効
性
の
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、
組
織
が

行
う
防
災
訓
練
や
防
災
資
機
材
購
入
を
助
成

し
、
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

　

学
校
校
舎
等
耐
震
化
は
、
久
賀
中
学
校
校

舎
改
築
事
業
、
東
和
中
学
校
屋
内
運
動
場
耐

震
化
事
業
を
継
続
し
、
新
た
に
明
新
小
学
校

屋
内
運
動
場
改
築
事
業
、
情
島
中
学
校
校
舎

耐
震
化
事
業
に
取
り
組
み
、
平
成
26
年
度
末

に
は
、
耐
震
化
率
１
０
０
％
を
目
指
し
ま
す
。

③
定
住
促
進
事
業
の
推
進

　

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
な
ど
町
内
移
住
希
望
者
へ

「
住
」
や
「
職
」
の
情
報
発
信
や
、
す
で
に

移
住
を
し
た
方
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
提
供

す
る
場
を
設
け
る
と
と
も
に
、
空
き
家
、
廃

屋
対
策
や
、
新
た
な
産
業
お
こ
し
を
支
援
す

る
な
ど
定
住
対
策
の
拠
点
窓
口
と
し
て
協
議

会
を
設
立
し
、
嘱
託
職
員
を
配
置
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
政
策
の
実
現
に
向
け
ま
し
て
私

の
持
て
る
力
を
十
分
発
揮
し
、
合
併
効
果
や

行
財
政
改
革
の
成
果
、
再
編
交
付
金
な
ど
を

活
用
し
て
、
真
面
目
に
、
誠
実
に
、
地
道
に
、

謙
虚
に
、
そ
し
て
確
実
に
前
進
し
て
ま
い
り

た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

議
員
各
位
と
町
民
の
み
な
さ
ま
の
、
い
っ

そ
う
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
重
ね
て
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

○防災に関する事業
　・防火水槽整備事業（40 ㎥級：２基）　　　　　　　　   １, ４００万円
　・避難所用投光機整備事業（９か所）　　　　　　　　　１, ２４０万円
　・防災備蓄倉庫整備事業（９か所）　　　　　　　　　　６, ０６０万円
　・三蒲漁港陸閘整備事業（２か所）　　　　　　　　　　１, ０００万円
○教育、スポーツおよび文化の振興に関する事業
　・橘地区グランド照明整備事業（４基）　　　　　　　　１, ９００万円
○福祉の増進および医療の確保に関する事業
　・往診車等整備事業（６台）　　　　　　　　　　　１, ５６９万２千円

安下庄小学校グラウンド
に照明を整備しました。

▼

三蒲漁港に陸閘を整備しました。

▼

再 編 交 付 金 で 事 業 を 実 施 し ま し た
　平成 19 年度から、在日米軍再編による住民生活の安全に及ぼす影響が増大する市町村に対し、公共施設の整
備、住民生活の利便性向上や産業の振興に寄与する事業を対象に、国から再編交付金が交付されています。周防
大島町には、平成 23 年度に１億３, １６９万２千円が交付され、次の事業を実施しました。

▲
患者輸送車など６台を整備し
ました。
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平成 24年度当初予算
　合併時から取り組んできました大型プロジェクトは完了し、平成 22 年度から６カ年を計画期間とした過疎自立
促進計画、平成 23 年度から５カ年の総合計画後期計画を策定し、財政の健全化に意を配しつつ、「合併してよかっ
たと実感できる町づくり」に向け、体験型修学旅行の誘致をはじめとする「賑わいの創出」、病院や小中学校の耐
震化、拠点避難施設への防災備蓄倉庫の設置など住民生活に密着した事業への取り組みを進めてきました。
　平成 24 年度の予算編成にあたっては、我が国の歴史的な円高の進行や公的債務残高の増加といった厳しい財政
状況に加えて、昨年には東日本大震災や台風の襲来などの甚大な自然災害に見舞われ、国や地方にとって新たな
課題への対応が求められる中での予算編成となりましたが、地域の活性化を図り、住民生活に密着した事業の更
なる推進のため、県内で初となる町による福祉事務所を開設し、健康診断、特定健診の受診率向上を始めとする「健
康づくりの推進」、東日本大震災等の教訓を踏まえた実効性のある自主防災組織の育成などの「防災対策の充実」、
産業振興、地域活性化、空き家対策などを総合的に推進するための「定住促進事業の推進」の３つの事業を重点
課題とし、「幸せに暮らせるまちづくり」の実現に向けた予算を編成しました。
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◆一般会計・特別会計当初予算

会　計　名 予　算　額

一 般 会 計 138 億 8,800 万円

国 民 健 康 保 険
事 業 特 別 会 計 35 億 5,692 万 7 千円

後 期 高 齢 者 医 療
事 業 特 別 会 計 4 億 4,231 万 2 千円

介 護 保 険 事
業 特 別 会 計 33 億 2,365 万 8 千円

簡 易 水 道 事
業 特 別 会 計 8 億 6,717 万 4 千円

下 水 道 事 業
特 別 会 計 4 億 6,407 万 6 千円

農 業 集 落 排 水
事 業 特 別 会 計 3 億 3,084 万 1 千円

漁 業 集 落 排 水
事 業 特 別 会 計 3,539 万 6 千円

渡船事業特別会計 7,711 万 6 千円

合　　計 229 億 8,550 万円

公 営 企 業 会 計
（病　　院）

予　算　額

収 益 的 収 入 47 億 5,688 万 2 千円

収 益 的 支 出 47 億 5,509 万 9 千円

資 本 的 収 入 18 億 260 万円

資 本 的 支 出 16 億 1,828 万円

◆別表１　基金の状況　　　　　　　　　　　　　

区　　　　　分 平成 22 年度末
現在高

平成 23 年度末
現在高（見込み）

平成 24 年度末
現在高（見込み）

一
般
会
計

財政調整基金 20 億 58 万円 28 億 877 万 4 千円 25 億 9,523 万 4 千円

減債基金 3 億 5,255 万 9 千円 3 億 5,274 万円 3 億 5,280 万 7 千円

福祉振興基金 2 億 8,044 万 7 千円 2 億 8,059 万 2 千円 2 億 8,064 万 5 千円

中山間ふるさと・水と
土保全対策基金 3,113 万 1 千円 3,113 万 1 千円 3,113 万 1 千円

ふるさと創生基金 4 億 1,531 万 5 千円 4 億 736 万 6 千円 4 億 744 万 5 千円

県収入証紙購入基金 300 万円 300 万円 300 万円 

奨学資金貸付基金 4,277 万円 4,288 万 5 千円 4,299 万 1 千円

土地開発基金 1 億 7,056 万 5 千円 2 億 7,060 万 8 千円 2 億 7,062 万 4 千円

ちびっ子医療費助成事
業基金 4,630 万 3 千円 3,258 万 5 千円 1,685 万 2 千円

観光振興事業助成基金 5,221 万 2 千円 3,123 万 9 千円 2,071 万 5 千円

福祉医療費一部負担金
助成事業基金 4,230 万 4 千円 3,088 万 7 千円 1,649 万 4 千円

ふるさと応援基金 469 万 2 千円 507 万 5 千円 437 万 6 千円

ＣＡＴＶ加入促進
事業基金 6,000 万円 3,575 万 8 千円 1,578 万 2 千円

外国語活動推進事業
基金 4,786 万 3 千円 4,217 万 6 千円 3,433 万 2 千円

特
別
会
計

国民健康保険基金 207 万 4 千円 5,074 万円 5,074 万 1 千円

介護給付費準備基金 866 万 5 千円 0 3,143 万 7 千円

介護従事者処遇改善臨
時特例基金 542 万 2 千円 0 0

総　合　計 35 億 6,590 万 2 千円 44 億 2,555 万 6 千円 41 億 7,460 万 6 千円

主な事業

◆地方債の状況　　　　　　　　　　　　　　　

区分 平成 22 年度末
現在高

平成 23 年度末
現在高（見込み）

平成 24 年度末
現在高（見込み）

　一般会計 222 億 8,387 万 3 千円 216 億 587 万 4 千円 209 億 6,754 万 2 千円

　特別会計 157 億 2,687 万円 158 億 6,722 万 2 千円 165 億 1,521 万 2 千円

介護保険事業 0 2,075 万 5 千円 1,383 万 6 千円

簡易水道事業 33 億 5,759 万 8 千円 30 億 7,669 万円 28 億 3,527 万 2 千円

下水道事業 21 億 368 万円 20 億 9,810 万 4 千円 20 億 9,283 万 9 千円

農業集落排水事業 21 億 6,805 万 6 千円 21 億 1,497 万 8 千円 20 億 6,227 万 5 千円

漁業集落排水事業 1 億 7,758 万 5 千円 1 億 6,881 万 3 千円 1 億 6,009 万円

渡船事業 76 万 1 千円 63 万 9 千円 51 万 5 千円

公営企業 79 億 1,919 万円 83 億 8,724 万 3 千円 93 億 5,038 万 5 千円

合　　計 380 億 1,074 万 3 千円 374 億 7,309 万 6 千円 374 億 8,275 万 4 千円

自然と環境にやさしい町
　＊住宅用太陽光発電システム設置事業
　＊合併浄化槽設置事業
　＊公共下水道事業認可設計業務
　＊下水道整備事業

働く意欲の湧き出る町
　＊新規就農者確保事業
　＊有害鳥獣捕獲事業
　＊ニューフィッシャー確保育成推進事業
　＊体験交流型観光推進事業

安心して子供を生み
育てられる町

　＊ちびっ子医療費助成事業
　＊子育て支援センター事業
　＊小中学校校舎等耐震化事業
　＊外国青年英語指導事業

晩年を豊かで
安心して過ごせる町

　＊自主防災組織防災資機材整備事業
　＊脳ドック検診事業
　＊斎場建設事業
　＊東和病院東棟改築（耐震）事業

次世代に素敵な未来を
約束する町

　＊周防大島高校を支援する会補助
　　事業
　＊定住促進対策事業
　＊海域保全管理事業
　＊福祉事務所設置事業
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町
職
員
の
異
動　
平
成
24
年
４
月
１
日
付　
（　
　

）
内
は
旧
所
属

【
部
長
級
】  

 

▼
議
会
事
務
局
長　

中
尾
豊
樹

（
議
事
課
長
）
▼
福
祉
部
長
兼
福
祉

事
務
所
長　

西
村
利
雄
（
福
祉
部

長
）
▼
産
業
建
設
部
長　

西
本
芳

隆
（
久
賀
総
合
支
所
長
）
▼
久
賀

総
合
支
所
長　

松
村
正
明
（
生
活

衛
生
課
長
）
▼
橘
総
合
支
所
長　

中
原
義
夫
（
農
林
課
長
）

【
課
長
級
】

▼
議
事
課
長　

中
村
和
江
（
監
査

事
務
局
監
査
班
長
）
▼
農
林
課
長

　

佐
本
洋
二
（
農
林
課
農
林
振
興

班
長
）
▼
水
産
課
長　

岬
崎
光

志
（
社
会
教
育
課
長
兼
国
体
推
進

室
長
）
▼
生
活
衛
生
課
長　

岡
田

隆
文
（
生
活
衛
生
課
公
営
住
宅
班

長
）
▼
社
会
教
育
課
長　

竹
本
光

博
（
日
良
居
保
育
所
長
）

【
班
長
級
】

▼
監
査
事
務
局
監
査
班
長　

大
下

崇
生
（
商
工
観
光
課
）
▼
総
務
課

消
防
防
災
班
長　

迎
智
可
志
（
社

会
教
育
課
国
体
推
進
室
班
長
）
▼

総
務
課
戸
籍
住
基
班
長　

生
田
好

晃
（
総
務
課
）
▼
健
康
増
進
課
医

療
保
険
班
長　

中
谷
範
夫
（
税
務

課
）
▼
商
工
観
光
課
体
験
交
流
推

進
班
長　

大
川
渉
（
社
会
教
育
課
）

▼
農
林
課
農
林
振
興
班
長　

中
田

兼
歳
（
東
和
総
合
支
所
地
域
支
援

班
長
兼
総
合
窓
口
班
長
）
▼
生
活

衛
生
課
公
営
住
宅
班
長　

山
崎
実

（
健
康
増
進
課
）
▼
環
境
施
設
課
環

境
施
設
班
長　

高
木
和
夫
（
上
下

水
道
課
）
▼
東
和
総
合
支
所
総
合

窓
口
班
長　

福
永
洋
子
（
環
境
施

設
課
）
▼
東
和
総
合
支
所
地
域
支

援
班
長　

浜
口
巧
（
商
工
観
光
課

体
験
交
流
推
進
班
長
）
▼
橘
総
合

支
所
総
合
窓
口
班
長　

中
原
政
光

（
橘
総
合
支
所
）
▼
橘
総
合
支
所
地

域
支
援
班
長　

林
輝
昭
（
総
務
課

消
防
防
災
班
長
）
▼
日
良
居
出
張

所
長　

安
高
あ
や
み
（
教
育
委
員

会
総
務
課
）

【
一
般
職
】

○
総
務
部

▼
総
務
課　

浜
中
靖
夫
（
橘
総
合

支
所
）

▼
財
政
課　

堀
脇
国
輝
（
健
康
増

進
課
）　

▼
税
務
課　

松
村
浩
（
久
賀
総
合

支
所
）　

佐
原
正
幸
（
大
島
総
合
支

所
）　

○
健
康
福
祉
部

▼
健
康
増
進
課　

山
本
健
（
生
活

衛
生
課
）　

吉
冨
和
成
（
社
会
教
育

課
）

▼
福
祉
課　

中
富
和
志
（
山
口
県

柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
福
祉

部
）　

宇
都
智
美
（
日
良
居
保
育

所
）　

浜
岡
聡
（
総
務
課
）　

田
中

未
来
（
東
和
総
合
支
所
）

▼
介
護
保
険
課　

中
村
晴
彦
（
水

産
課
）

▼
久
美
保
育
所　

岡
崎
月
子
（
日

良
居
保
育
所
）　

西
本
恵
子
（
蒲
野

保
育
所
）

○
産
業
建
設
部

▼
商
工
観
光
課　

安
達
美
香
（
健

康
増
進
課
）　

▼
農
林
課　

橋
本
健
一
郎
（
上
下

水
道
課
）

▼
水
産
課　

久
保
嘉
之
（
建
設
課
）

　

徳
吉
諭
（
上
下
水
道
課
）

▼
建
設
課　

大
久
保
弘
史
（
専
従

休
職
）

○
環
境
生
活
部

▼
生
活
衛
生
課　

藤
本
浩
之
（
政

策
企
画
課
）

▼
環
境
施
設
課　

田
中
和
仁
（
橘

総
合
支
所
）

▼
上
下
水
道
課　

江
本
達
志
（
財

政
課
）　

山
本
克
巳
（
水
産
課
）　

○
総
合
支
所

▼
久
賀
総
合
支
所　

藤
井
正
治
（
社

会
教
育
課
）　

▼
大
島
総
合
支
所　

田
和
智
博
（
介

護
保
険
課
）

▼
東
和
総
合
支
所　

尾
野
栄
嗣
（
健

康
増
進
課
）

▼
橘
総
合
支
所　

山
田
ひ
と
み
（
社

会
教
育
課
・
久
賀
図
書
館
）　

松
岡

志
朗
（
農
林
課
）　

戸
田
真
由
美
（
商

工
観
光
課
）

○
教
育
委
員
会

▼
教
育
委
員
会
総
務
課　

三
之
本

芳
恵
（
税
務
課
）

▼
社
会
教
育
課　

藤
井
郁
男
（
税

務
課
）　

行
田
一
生
（
農
林
課
）

【
新
規
採
用
】

▼
政
策
企
画
課　

屋
敷
輝

▼
税
務
課　

宮
本
恭
兵

▼
健
康
増
進
課　

吉
光
真
一
郎

▼
商
工
観
光
課　

小
島
太
郎

▼
上
下
水
道
課　

浜
田
善
郷

【
退
職
】

　
　
　
（
平
成
24
年
３
月
31
日
付
）

▼
村
田
雅
典
（
議
会
事
務
局
長
）　

▼
嶋
元
則
昭
（
産
業
建
設
部
長
）

▼
東
原
平
典
（
橘
総
合
支
所
長
）

▼
秋
元
政
信
（
水
産
課
長
）

▼
山
本
義
一
（
環
境
施
設
課
環
境

施
設
班
長
）　

▼
国
光
博
史
（
橘
総
合
支
所
総
合

窓
口
班
長
）

▼
浜
本
秀
男
（
橘
総
合
支
所
地
域

支
援
班
長
）　

▼
木
谷
満
（
環
境
施
設
課
）
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公
営
企
業
局
の
異
動　
（
平
成
24
年
４
月
１
日
付
）

【
異
動
・
採
用
】（　

）
内
は
旧
所
属

○
公
営
企
業
局

▼
総
務
部
長
兼
業
務
課
長　

河
村

常
和
（
総
務
部
長
）・
業
務
課　

桐

田
将
寿
（
橘
病
院
）

○
大
島
病
院

▼
副
総
看
護
師
長
兼
看
護
師
長　

浜
中
愛
子
（
さ
ざ
な
み
苑
）
▼
看

護
師　

大
川
久
美
子
（
東
和
病

院
）・
藤
木
弘
美
（
東
和
病
院
）・

浜
口
知
子
（
東
和
病
院
）・
岩
政
孝

宏
（
新
採
用
）・
石
塚
こ
な
み
（
新

採
用
）・
松
本
夏
月
（
新
採
用
）・

丸
山
絢
子
（
新
採
用
）
▼
事
務
長

　

大
元
良
朗
（
公
営
企
業
局
業
務

課
長
）

○
橘
病
院

▼
医
師　

福
井
健
彦
（
新
採
用
）

○
東
和
病
院

▼
副
院
長　

甲
利
幸
（
新
採
用
）

▼
医
師　

片
山
寛
之
（
新
採
用
）

▼
看
護
師　

藤
永
浩
晃
（
新
採

用
）・
松
井
美
仁
（
新
採
用
）
▼
看

護
助
手　

網
本
ま
す
み
（
新
採
用
）

○
さ
ざ
な
み
苑

▼
総
看
護
師
長　

蔵
本
幸
子
（
大

島
病
院
）

○
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

▼
理
学
療
法
士　

西
本
圭
輔
（
新

採
用
）

【
退
職
】（　

）
内
は
旧
所
属

　
　
　
（
平
成
24
年
３
月
31
日
付
）

▼
医
師　

神
原
な
お
こ

　
（
東
和
病
院
） 

▼
医
師　

村
田
芳
夫

　
（
大
島
病
院
） 

▼
医
師　

水
永
裕
子

　
（
橘
病
院
） 

▼
看
護
師　

鳥
越
恵
美
子

　
（
大
島
病
院
）

▼
看
護
師　

児
玉
明
子

　
（
大
島
病
院
）

▼
准
看
護
師　

中
村
眞
理
子

　
（
東
和
病
院
） 

▼
准
看
護
師　

安
本
悦
子

　
（
東
和
病
院
） 

▼
准
看
護
師　

長
田
礼
子

　
（
大
島
病
院
）

▼
事
務
長　

笹
谷
隆
司

　
（
大
島
病
院
） 

▼
介
護
主
任　

浜
野
守

　
（
さ
ざ
な
み
苑
）

　町では、昨年度から再編交付金で風水害や地震等の大規模な災害時に備え、
防災用品を備蓄した防災倉庫を設置しています。
　このたび既に設置している４か所に加え、新たに９か所設置しました。新た
に設置した場所は次の通りです。
＜防災倉庫設置場所＞
○沖浦小学校　○沖浦農村環境改善センター　○蒲野農村環境改善センター　
○大島看護専門学校　○長浦スポーツ海浜スクエア　○旧日良居中学校
○城山小学校　○町道油田・和田線交差点　○油田小学校

◆問い合わせ　総務課　☎０８２０（７４）１００0

防 災 倉 庫 に 備 蓄 し て い る 防 災 用 品

防 災 用 品 を 整 備 し ま し た

▼簡易間仕切り
75 セ ッ ト で 約
300 人（ ２ 人 １
組 ） の 区 画 が 出
来ます。

【75 セット】

▼緊急用浄水装置

▼簡易トイレ

池 や 河 川 の 水 な
ど を ろ 過・ 殺 菌
し、 飲 み 水 と し
て使用できます。

（自動４㎥／時）
【１台】

個 室 と し て 独 立
し、 専 用 の 手 す
り も 設 置 さ れ て
います。

【５台】

汁 物 で 約 300 人
（180 ｃ ｃ / １ 人
として）の調理が
一度に出来ます。

【２台】

▼移動かまど

■
平
成
23
年
度
山
口
県

　

栄
光
の
メ
ダ
ル

　

あ
り
が
と
う
の
手
紙
コ
ン
テ
ス

ト
２
０
１
１　

　

大
元
梨
江
さ
ん

　
（
明
新
小
学
校
２
年
）

受
賞

▲防災用品を備蓄している
　防災倉庫

※上記の防災用品のほか非常用投光機については防災倉庫付近に配置し、非常食（白米・乾パン
等）については県大島防災センターに備蓄しています。
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町
で
は
、
春
（
５
・
６
月
）
に
ポ
リ
オ
の

集
団
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。
対
象
者
に

は
個
別
案
内
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
予
防
接

種
を
受
け
る
際
に
は
冊
子
「
予
防
接
種
と
子

ど
も
の
健
康
」
を
よ
く
読
み
、
受
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

○
対
象
者

　

生
後
３
か
月
～
90
か
月
（
７
歳
６
か
月
）

未
満
で
２
回
接
種
が
終
了
し
て
い
な
い
お
子

さ
ん

○
受
付
時
間

　

午
後
１
時
～
１
時
30
分

○
持
参
す
る
も
の

　

・
予
診
票

　

・
母
子
健
康
手
帳
（
忘
れ
た
方
は
受
け
る

　
　

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
）

春
季
の
ポ
リ
オ
予
防
接
種
の
ご
案
内

ポリオワクチン投与春季日程
対象地区 実施日 対象者生年月日 会場

久賀 ５月 11 日㈮ 平成 16 年 11 月 13 日
～平成 24 年２月 10 日 しまとぴあ

スカイ
センター大島 ５月 16 日㈬ 平成 16 年 11 月 18 日

～平成 24 年２月 15 日

東和 ５月 30 日㈬ 平成 16 年 12 月１日
～平成 24 年２月 29 日 東和総合

センター橘 ６月６日㈬ 平成 16 年 12 月８日
～平成 24 年３月５日

予備日 ６月 13 日㈬ 上記実施日に接種できな
かったお子さん

しまとぴあ
スカイ

センター

※
都
合
の
悪
い
方
は
、
他
の
会
場
で
接

種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
希
望
さ
れ

る
方
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
準
備
が
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
増
進
課　

健
康
づ
く
り
班　

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
４

　

ポ
リ
オ
接
種
後
の
二
次
感
染
を

　

予
防
し
ま
し
ょ
う

　

ポ
リ
オ
服
用
後
の
便
中
に
は
、
15
～
37

日
間
（
平
均
26
日
間
）
に
わ
た
っ
て
、
ウ

イ
ル
ス
が
便
に
排
泄
さ
れ
る
た
め
、
便
を

介
し
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い
人
な
ど

に
感
染
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
接
種

後
に
子
ど
も
の
お
む
つ
替
え
を
行
う
際

は
、
便
の
取
り
扱
い
に
注
意
し
、
石
鹸
等

で
念
入
り
に
手
洗
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼肝炎ウイルス検診
　自らが肝炎ウイルス感染の有無について認識し、肝炎に
よる健康障害を起こさないように適切な治療を受けること
で、症状を軽減、進行を遅延させるため、検診を実施します。
○対象となる方
　周防大島町に住民票を有する 41 歳以上の方（昭和 47 年
３月 31 日以前に生まれた方）で、これまでに当該検診を受
けたことのない方
○実施機関　　
　町内の委託医療機関で個別検診を行います。
○自己負担金　１, ７００円
※町民税非課税世帯に属する方、生活保護世帯の方・71 歳
以上の方は無料です。
○検診期間　６月１日㈮～平成 25 年２月 28 日㈭

◎検診を希望される方は、５月 11 日㈮までに、健康増
進課　健康づくり班へ電話で申し込んでください。
　後日、申し込みをされた方へ、検診のご案内や受診票
を送付します。

検 診 の ご 案 内

■申し込み・問い合わせ
　健康増進課　健康づくり班　☎０８２０（７７）５５０４

　４月から下記保育園で子育て支援センターを常
時開設しています。気軽に集まって、楽しく遊び
ましょう。お住まいの地区に関係なく、どの支援
センターにも参加・相談できます。
●日時
　月曜日～金曜日　午前９時 30 分～午後４時

●久賀子育て支援センター
（久賀保育園内☎０８２０‐７２‐０１０７）

●大島子育て支援センター
（源空寺保育園内☎０９０‐６８３２‐５８５１）

●橘子育て支援センター
（安正保育園内☎０８２０‐７７‐０６６５）

※毎月行事予定表を作成しています。
詳しいことは各子育て支援センターにお問い合せ
ください。

  子育て応援します
  周防大島町子育て支援センター
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　これまで国民健康保険税は、「所得割」「資産割」「均等割」「平等割」の４方
式で計算されていましたが、収入が発生しない資産に対して国保税が課税され
る等の理由により、平成 24 年度からは「資産割」を廃止し、「所得割」「均等割」
「平等割」の３方式で計算されることとなりました。

国民健康保険税の課税方式が変わります

　「資産割」が廃止されることによる税収の不足分は、主に「所得割」などで補います。
また高齢化や医療技術の進歩などにより、医療費は年々増加しており、現在国保財政
は大変厳しい状況になっていることから、今度の改定は課税方式の変更を中心に、各
所得者層の負担等にも配慮した “バランス重視の税率” となっています。
　被保険者の皆様におかれましては、国民健康保険事業の厳しい財政状況をご理解い
ただき、安定的な運営に向けて、ご協力をお願いします。

改正前・改正後の国保税率表
改正前（平成２３年度） 改正後（平成２４年度～）

医療分 支援金分 介護分 医療分 支援金分 介護分

所得割 5.0％ 2.5％ 1.9％ 6.2％ 3.0％ 2.4％

資産割 26.0％ 12.0％ 10.0％ 廃止

均等割 19,300 円 8,900 円 7,000 円 20,600 円 8,900 円 8,000 円

平等割 19,300 円 8,900 円 7,000 円 20,100 円 8,900 円 7,000 円

賦課限度額 510,000 円 140,000 円 120,000 円 510,000 円 140,000 円 120,000 円

今まで（４方式）
均等割額 加入者一人当たり

平等割額 一世帯当たり

所得割額 前年中の所得に対して

資産割額 町内の固定資産に対して

ご不明な点がございましたら、下記の連絡先までお問い合わせください。
◆問い合わせ
○資格について・・・　健康増進課 医療保険班　☎０８２０（７７）５５０２
○保険税について・・　税務課 課税第 1 班　　　☎０８２０（７４）１００８

これから（３方式）
均等割額 加入者一人当たり

平等割額 一世帯当たり

所得割額 前年中の所得に対して
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認
知
症
予
防
の
た
め
に
は
、「
有

酸
素
運
動
」
と
「
頭
を
積
極
的
に

使
う
こ
と
」
の
習
慣
化
、
そ
し
て

そ
の
活
動
を
日
常
生
活
で
長
く
続

け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
認
知
症
予
防

に
効
果
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ

け
る
こ
と
を
目
的
に
、
認
知
症

予
防
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
有
酸
素
運
動
）

と
脳
を
鍛
え
る
知
的
活
動
（
旅
行

ま
た
は
料
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
組

み
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
は
、
自
主

活
動
グ
ル
ー
プ
と
し
て
活
動
を
継

続
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

◆
対
象
者　

　

次
の
１
～
４
全
て
に
該
当
す
る

方１　

65
歳
～
79
歳
ま
で
の
町
民

２　

介
護
保
険
の
要
支
援･

要
介

護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方

３　

週
1
回
、
４
か
月
間
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
こ
と
が
可
能

な
方

４　

医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ

て
い
な
い
方
（
参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
事
前
に
主
治
医
の
許
可

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

プ
ロ
グ
ラ
ム
説
明
会
に
て
ご
説
明

い
た
し
ま
す
。）

◆
募
集
人
数

　

１
グ
ル
ー
プ
７
～
８
名
程
度
で

４
グ
ル
ー
プ
募
集
し
ま
す
。

◆
実
施
期
間　

　

７
月
～
10
月

　

週
１
回
、
２
時
間
の
活
動
を
約

４
か
月
（
計
16
回
）
実
施
し
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
始
前
（
６
月
）
に

脳
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
測
定
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
説
明
会

を
行
い
ま
す
。

※
実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、
参
加

申
し
込
み
の
状
況
に
よ
り
、
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
内
容

　

知
的
活
動
に
つ
い
て
は
、
旅
行

ま
た
は
料
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ど
ち

ら
か
の
実
施
と
な
り
ま
す
。（
各
会

場
の
希
望
者
の
多
い
方
で
調
整
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

○
旅
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
行
き
先

に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
で
新
し
い

旅
程
を
計
画
し
ま
す
。

○
料
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
今
ま
で

に
作
っ
た
こ
と
の
な
い
料
理
の
ア

イ
デ
ア
を
考
え
試
作
し
ま
す
。

※
ど
ち
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
、
日

常
生
活
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
習

慣
を
身
に
つ
け
ま
す
。

◆実施場所および日時
会　　場 日　　程

　久賀地区 　久賀総合センター 毎週木曜日 午後１時３０分～３時３０分

　大島地区 　沖浦農村環境改善センター 毎週火曜日 午後１時３０分～３時３０分

　東和地区 　東和総合センター 毎週水曜日 午後１時３０分～３時３０分

　橘地区 　橘総合センター 毎週金曜日 午後１時３０分～３時３０分

認
知
症
を
予
防
し
住
み
慣
れ
た
地
域
で
元
気
に
生
活
し
て
い
く
た
め
に
！

仲
間
と
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
脳
を
鍛
え
る
活
動

（
地
域
型
認
知
症
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

《
７
月
か
ら
始
ま
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。》

◆
参
加
費　

　

無
料

※
た
だ
し
、
材
料
費
等
活
動
に
か

か
る
費
用
は
実
費
負
担
と
な
り
ま

す
。

◆
申
し
込
み　

　

５
月
23
日
㈬
ま
で
に
介
護
保
険

課
介
護
予
防
班
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
申
し
込
み
は
先
着
順

と
し
ま
す
。）

※
参
加
申
込
書
は
、
各
地
域
の
総

合
支
所
や
出
張
所
に
も
置
い
て
い

ま
す
が
、
電
話
で
の
お
申
し
込
み

も
可
能
で
す
。
電
話
で
参
加
申
し

込
み
を
さ
れ
る
方
は
、
ご
希
望
の

会
場
や
希
望
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

内
容
（
旅
行
ま
た
は
料
理
の
い
ず

れ
か
）
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ　

　

介
護
保
険
課　

介
護
予
防
班

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
３
０
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申
請
よ
り
決
定
ま
で
に
1
か
月
程
度
要
し

ま
す
の
で
、
早
め
の
申
請
が
必
要
で
す
。

◆
補
助
の
対
象
と
な
る
資
材

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
等
の
被
害
防
止

対
策
の
た
め
に
、
設
置
す
る
電
気
牧
柵
、
防

護
ネ
ッ
ト
、
金
網
柵
、
ト
タ
ン
柵
等
の
防
護

柵
の
資
材

◆
補
助
対
象
と
な
る
者

○
町
内
に
住
所
を
有
す
る
者

○
補
助
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の

世
帯
全
員
が
町
税
お
よ
び
使
用
料
等
の
滞
納

が
な
い
者

◆
補
助
の
対
象
等

○
町
内
の
農
家
等
が
耕
作
す
る
農
地
ま
た
は

農
用
地
施
設
に
農
作
物
等
の
被
害
防
止
対
策

の
た
め
に
、
２
０
０
㎡
以
上
の
農
地
ま
た
は

農
業
用
施
設
に
防
護
柵
を
設
置
す
る
場
合

◆
補
助
金
の
額

○
補
助
金
の
額
は
、
防
護
柵
の
設
置
に
要
し

た
資
材
費
の
２
分
の
１
以
内
で
す
。

○
１
件
あ
た
り
５
万
円
が
上
限
で
す
。

※
た
だ
し
、
過
去
に
防
護
柵
資
材
費
の
補
助

を
受
け
た
農
地
に
つ
い
て
は
、
設
置
後
３
年

間
は
補
助
金
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
問
い
合
わ
せ　

　

農
林
課　

農
林
振
興
班

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

　　　　　　農　家　等　申　込　者　　③資材設置

申請書
添付書類
・事業実施個所の
わかる図面「地籍
図」等
・見積書の写し
・その他

　

田
畑
の
農
作
物
を
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
か
ら

　

守
る
た
め
防
護
柵
資
材
費
を
補
助
し
ま
す

補助金交付請求書
添付書類
・完成写真
・領収書の写し
・口座振込依頼書
・その他

周　防　大　島　町　農　林　課

事務手続きフロー図

申 請 者 の 指
定 さ れ た 口
座 に 補 助 金
の振込

①
②

④
⑤

交付承認書
（却下）

申
請

請
求交付　承認

　

東
和
虹
の
会
は
旅
行
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
平
成

18
年
11
月
よ
り
自
主
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
メ

ン
バ
ー
は
、
男
性
3
名
、
女
性
4
名
の
計
7
名
で
、

毎
週
火
曜
日
の
2
時
間
、
仲
間
と
一
緒
に
楽
し
み

な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、
観
光
協
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

旅
行
本
等
か
ら
旅
行
に
関
す
る
情
報
を
調
べ
、
み

ん
な
で
話
し
合
い
な
が
ら
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
旅
程

を
立
て
旅
行
す
る
と
い
う
過
程
を
通
し
て
、
楽
し

く
脳
を
鍛
え
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
旅
行

の
計
画
で
は
、
効
率
よ
く
コ
ー
ス
を
回
る
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
や
交
通
機
関
は
ど
の
ル
ー
ト
を

使
っ
て
行
く
と
動
き
や
す
く
経
済
的
に
も
安
く
行

く
こ
と
が
で
き
る
か
等
、
か
な
り
頭
を
使
い
ま
す

が
、
計
画
の
段
階
か
ら
旅
行
の
夢
が
膨
ら
み
、
話

し
合
い
も
楽
し
い
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
達
が
事
前
に
情
報
を
調
べ
、旅
行
の
イ
メ
ー

ジ
を
描
い
て
行
く
の
で
、
旅
行
を
し
て
も
楽
し
く
、

旅
行
先
で
は
、
旅
程
表
に
基
づ
い
て
行
動
で
き
る

よ
う
み
ん
な
が
協
力
し
な
が
ら
旅
行
を
し
て
い
ま

す
。
時
々
旅
行
先
で
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
も
楽
し
い
思
い
出
で
す
。

　

昨
年
は
会
と
し
て
、
山
口
国
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
す
る
に
あ
た

り
、
事
前
に
グ
ル
ー
プ
で
活
動
に
参
加
す
る
目
的

に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
う
等
、
認
知
症
予
防
を

意
識
し
な
が
ら
、
地
域
で
の
活
動
も
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
認
知
症
を
予
防
し
、
元
気
で
過

ご
し
て
い
く
た
め
に
、
グ
ル
ー
プ
の
仲
間
と
楽
し

み
な
が
ら
、
こ
の
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

地
域
型
認
知
症
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
、
町
内
に
は
自
主
活
動
グ

ル
ー
プ
と
し
て
認
知
症
予
防
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
グ
ル
ー
プ
が

12
グ
ル
ー
プ
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
と
し
て
活
動
し
て
い
る

「
東
和
虹
の
会
」
の
皆
さ
ん
の
声
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　認知症予防の考え方や日常生活で取
り組みやすい効果的な認知症予防等に
ついて学ぶ講座です。
◆対象者
　認知症に関心のある町民の方なら、
どなたでも参加できます。
◆日時・場所
５月   ９日㈬東和総合センター
５月 14 日㈪沖浦農村環境改善センター
５月 15 日㈫たちばなケアプラザ
５月 18 日㈮久賀総合センター
※どの会場も時間は午後１時 30 分から
３時 30 分です。また各会場で行われる
内容は、全て同じ内容です。
◆講師　介護保険課介護予防班保健師
◆申し込み
　参加を希望される方は、５月２日㈬
までに、受講希望日を介護保険課介護
予防班までお申し込みください。

◆問い合わせ
介護保険課　介護予防班

☎０８２０（７７）５５３０

認知症予防講座を
実施します
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３
月
１
日
、
大
島
商
船
高
等
専

門
学
校
の
学
生
会
が
東
日
本
大
震

災
の
義
援
金
を
町
へ
届
け
ま
し
た
。

　

学
生
会
で
は
震
災
に
対
し
て
自

分
た
ち
で
何
か
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
と
考
え
、
募
金
活
動
を
始
め

ま
し
た
。

　

今
回
届
け
ら
れ
た
義
援
金
は
昨

年
11
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た
商
船

祭
で
の
模
擬
店
の
売
上
の
一
部
、

12
万
２
１
１
８
円
。
学
生
会
長
の

川
下
正
剛
さ
ん
は
「
引
き
続
き
募

金
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
。」
と

抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

義
援
金
を
被
災
地
へ

川上ＳＳ（宇部市）が優勝

　

３
月
29
日
か
ら
31
日
ま
で

の
３
日
間
、
第
16
回
サ
ザ
ン
・

セ
ト
大
島
少
年
サ
ッ
カ
ー
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
８
人
制
と
な
っ

た
大
会
の
決
勝
戦
は
県
同
士

の
対
決
で
、
川
上
Ｓ
Ｓ
（
宇

部
市
）
と
山
口
Ｓ
Ｓ
（
山
口

市
）
が
対
戦
。
９
対
０
で
川

上
Ｓ
Ｓ
が
第
２
回
目
の
大
会

以
来
の
２
回
目
の
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。

災害時における情報交換に関する
協定に調印しました

　

３
月
１
日
、
大
島
庁
舎
に
お
い
て
「
災
害

時
の
情
報
交
換
に
関
す
る
協
定
」
の
調
印
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

調
印
式
で
は
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備

局
山
口
河
川
国
道
事
務
所
の
池
田
所
長
と
、

椎
木
町
長
が
協
定
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　

災
害
支
援
で
は
初
動
段
階
で
の
情
報
収
集

が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
今

回
の
締
結
に
よ
り
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生

し
た
場
合
、
リ
エ
ゾ
ン
（
災
害
対
策
現
地
情

報
連
絡
員
）
と
呼
ば
れ
る
、
国
土
交
通
省
の

職
員
が
町
へ
派
遣
さ
れ
、
町
と
国
と
の
情
報

交
換
が
緊
密
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
国

か
ら
町
へ
の
支
援
が
迅
速
か
つ
円
滑
に
実
施

さ
れ
ま
す
。

池
田
所
長
（
写
真
右
）
と
椎

木
町
長
が
協
定
書
を
取
り
交

わ
し
ま
し
た
。

▲調印の様子

▲
椎
木
町
長
へ
義
援
金
を
手
渡
す
、

写
真
右
か
ら
学
生
会
長
川
下
正
剛

さ
ん
、
学
生
副
会
長
吉
武
廣
太
郎

さ
ん
、
坂
本
祐
三
さ
ん
。

▲
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３
月
22
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
美
し
い

三
蒲
を
創
る
会
」
が
第
５
回
植
樹
祭
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

植
樹
祭
に
は
蒲
野
保
育

所
の
園
児
、
三
蒲
小
学
校

の
児
童
が
参
加
し
、
園

児
・
児
童
が
桜
や
椿
、
オ

リ
ー
ブ
の
苗
木
を
植
え
ま

し
た
。

　

会
長
の
吉
兼
洋
一
さ
ん

は
「
今
後
も
国
道
沿
い
の

竹
の
伐
採
を
中
心
に
、
大

島
の
景
観
を
よ
く
し
て
い

き
た
い
。」
と
目
標
を
語

り
ま
し
た
。

桜
や
椿
を
植
え
ま
し
た

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
一
環
と
し

て
、
全
国
大
会
に
出
場
さ
れ
た
個

人
に
激
励
費
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

○
平
成
23
年
度
全
国
高
等
学
校

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
抜
大
会　

男
子

個
人

開
催
期
間
・
３
月
26
日
～
28
日

開
催
場
所
・
静
岡
県
掛
川
市

周
防
大
島
高
等
学
校　

三
浦
貴
之

激励費を授与

　

３
月
26
日
、
東
和
病
院
に
お

い
て
、
町
立
東
和
病
院
東
棟
改

築
（
耐
震
）
工
事
の
起
工
式
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
和
病
院
東
棟
は
昭
和
49
年

に
建
て
ら
れ
、
老
朽
化
し
て
い

る
た
め
こ
の
た
び
改
築
し
、
耐

震
化
を
推
進
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
３
月
下
旬
に
完
成
予
定
で
、
病
床
数

は
既
存
の
西
棟
の
71
床
と
あ
わ
せ
て
１
２
５
床
に

な
り
ま
す
。

  

東
和
病
院
東
棟
の

  

改
築
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た

▲東和病院東棟改築後のイメージ図

▲瀬戸で行われた植樹祭の様子

　

平
成
23
年
産
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
の
出
発

式
が
３
月
15
日
、
久
賀
の
山
口
大
島

農
協
第
一
選
果
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ゆ
め
ほ
っ
ぺ
の
品
種
名
は
せ
と
み

で
、
せ
と
み
は
県
柑
き
つ
振
興
セ
ン

タ
ー
が
１
９
８
１
年
に
清
見
と
吉
浦

ポ
ン
カ
ン
を
交
配
し
て
誕
生
し
た
、

県
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
か
ん
き
つ
で
す
。

そ
の
せ
と
み
の
糖
度
13
・
５
度
以
上
、

酸
度
1
・
35
％
以
下
の
も
の
を
ゆ
め

ほ
っ
ぺ
と
し
て
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
地
元
園
児
た
ち
に
よ
る
試
食
会
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
で
出
荷
を
祝
い
、拍
手
に
送
ら
れ
て
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
（
せ
と
み
）

を
積
み
込
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
が
県
内
の
市
場
に
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

ゆ
め
ほ
っ
ぺ
は
４
月
中
旬
ご
ろ
ま
で
店
頭
に
並
び
ま
す
。

ゆめほっぺ出発式

全
国
高
等
学
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選

抜
大
会
へ
出
場
し
た
三
浦
貴
之
さ

ん
。（
授
与
式
・
３
月
14
日
）

▲

▲試食会ではいっぱい食べました。



14広報すおう大島 平成 24 年 ( 2012 年 )4 月号

お知らせ４月

周
防
大
島
町
奨
学
生
募
集

　

周
防
大
島
町
奨
学
資
金
貸
付
規

則
に
よ
り
、
次
の
通
り
奨
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

■
対
象

　

高
校
生
（
向
学
心
に
富
み
、
経

済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
す
る
こ

と
が
困
難
な
人
）

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
貸
与
額　

月
額
２
万
円

■
申
込
方
法

　

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会
ま
た

は
久
賀
・
大
島
・
橘
の
各
公
民
館

に
備
え
付
け
の
貸
与
願
お
よ
び
そ

の
他
必
要
書
類
を
添
え
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

■
返
還
方
法

　

卒
業
後
１
箇
年
を
経
過
し
た
翌

月
か
ら
、
貸
与
を
受
け
た
期
間
の

２
倍
の
期
間
内
に
、
そ
の
全
額
を

月
賦
ま
た
は
半
年
賦
で
返
還
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
込
期
限

　

５
月
15
日
㈫
ま
で
に
周
防
大
島

町
教
育
委
員
会
ま
た
は
久
賀
・
大

島
・
橘
の
各
公
民
館
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会　

　

総
務
課

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
０
７
０
０

周
防
大
島
町
奨
学
資
金

ご
支
援
の
お
願
い

　

高
校
生
を
応
援
す
る
た
め
、
皆

様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
寄
付
を
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
あ
た
た
か
い
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会　

　

総
務
課

☎
０
８
２
０
（
７
８
）
０
７
０
０

浄
化
槽
設
置
補
助
金
の
申
請

　

今
年
度
も
、
浄
化
槽
設
置
補
助

金
の
交
付
申
請
を
受
け
付
け
ま

す
。

　

予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
申
請
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

※
必
ず
着
工
前
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

■
受
付
場
所

　

各
総
合
支
所
お
よ
び
上
下
水
道
課

■
補
助
対
象
区
域

　

下
水
道
お
よ
び
集
落
排
水
区
域

以
外
の
区
域

■
問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課　

下
水
道
班　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
１
１

政
策
企
画
課
臨
時
職
員
募
集

■
採
用
予
定
人
数　

１
名

■
職
務
内
容　

　

周
防
大
島
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
制
作

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
ビ
デ
オ
撮
影
、

編
集
作
業

■
採
用
予
定
時
期　

　

５
月
１
日
㈫
か
ら
平
成
25
年
３

月
29
日
㈮
ま
で

■
勤
務
条
件
等　

・
勤
務
日　

週
２
～
３
日
程
度

・
勤
務
時
間　

午
前
９
か
ら
午
後

５
時
ま
で

・
勤
務
地　

　

大
島
庁
舎　

政
策
企
画
課

・
報
酬
額　

町
規
定
に
よ
る

■
資
格
等　

　

普
通
自
動
車
免
許
、
ビ
デ
オ
編

集
、
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
・
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
の
操
作
が
で
き
る
こ
と

■
申
し
込
み
方
法　

　

４
月
26
日
㈭
ま
で
に
履
歴
書
郵

送
も
し
く
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
〒
７
４
２
‐
２
１
９
２　

　

周
防
大
島
町
大
字
小
松
１
２
６

番
地
２

　

政
策
企
画
課　

広
報
情
報
統
計
班

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
７

募
集

介
護
保
険
課
臨
時
職
員
募
集

■
職
種
お
よ
び
募
集
人
員

　

事
務
職
員　

１
名

■
勤
務
内
容

　

介
護
予
防
事
業
の
事
務
補
助

※
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
入
力
を
行
い

ま
す
。

■
勤
務
場
所

　

橘
庁
舎
内　

介
護
保
険
課　

介

護
予
防
班
（
西
安
下
庄
）

■
勤
務
期
間
お
よ
び
時
間

　

５
月
１
日
㈫
～
８
月
31
日
㈮

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

　

週
３
日
程
度

■
申
し
込
み
方
法

　

４
月
24
日
㈫
ま
で
に
履
歴
書
を
郵

送
も
し
く
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
面
接
日
・
場
所

　

別
添
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
８
０
６

　

周
防
大
島
町
大
字
西
安
下
庄

３
９
２
０
番
地
３

　

介
護
保
険
課　

介
護
予
防
班

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
３
０

健
康
増
進
課
臨
時
職
員
募
集

■
職
種
お
よ
び
募
集
人
員

　

事
務
職
員　

１
名

■
勤
務
内
容

　

予
防
接
種
・
健
診
等
の
事
務
処

理※
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
入
力
を
行
い

ま
す
。

浄
化
槽
の

  

大
き
さ

補
助
金
額

５
人
槽

33
万
２
千
円

７
人
槽

41
万
４
千
円

10
人
槽

54
万
８
千
円
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■
勤
務
場
所

　

た
ち
ば
な
ケ
ア
プ
ラ
ザ　

健
康

増
進
課　

健
康
づ
く
り
班
（
西
安

下
庄
）

■
勤
務
期
間
お
よ
び
時
間

　

５
月
１
日
㈫
～
９
月
28
日
㈮

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
更
新
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
方
法

　

４
月
24
日
㈫
ま
で
に
履
歴
書
を
郵

送
も
し
く
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
面
接
日
・
場
所

　

別
添
通
知
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
８
０
６

　

周
防
大
島
町
大
字
西
安
下
庄

３
９
２
０
番
地
21

　

健
康
増
進
課　

健
康
づ
く
り
班

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
４

人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
方

へ
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
を

拡
充
し
ま
す

　

４
月
１
日
よ
り
、
人
工
透
析
を
受

け
て
い
る
方
へ
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
助

成
券
の
交
付
枚
数
が
24
枚
か
ら
48
枚

と
な
り
ま
し
た
。

○
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
の
助
成

　

高
齢
者
ま
た
は
障
害
者
の
社
会
参

加
の
促
進
や
通
院
等
に
利
用
し
て
い

た
だ
き
、
健
康
増
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
町
内
タ
ク
シ
ー
の
利
用
料

の
一
部
（
基
本
料
金
）
を
助
成
す
る

制
度
で
す
。

■
利
用
対
象
者

　

身
体
障
害
者
手
帳
１
～
４
級
、
療

育
手
帳
Ａ
・
Ｂ
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
１
～
３
級
を
お
持
ち
の
方

お
よ
び
満
80
歳
以
上
の
方

■
交
付
枚
数

・
身
体
障
害
者
等
・
・
・
１
年
度
で

24
枚
（
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
方

の
み
年
間
48
枚
）

・
満
80
歳
以
上
・
・
・
年
間
12
枚

■
内
容

　

町
内
の
タ
ク
シ
ー
業
者
を
利
用
し

た
場
合
に
限
り
、
基
本
料
金
を
助
成

し
ま
す
。

■
有
効
期
限

　

4
月
1
日
～
平
成
25
年
3
月
31
日

■
申
請
手
続
き

○
場
所

　

各
支
所
総
合
窓
口
・
各
出
張
所
・

福
祉
課（
た
ち
ば
な
ケ
ア
プ
ラ
ザ
内
）

○
持
参
す
る
も
の

・
身
体
障
害
者
手
帳　

・
療
育
手
帳

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

・
印
鑑

■
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
５

　
　

◆開設場所　久賀総合センター
◆開設日　　毎月、第三火曜日
◆開設時間　午前 10 時から正午
　　　　　　午後１時から午後３時まで

※年金手帳、年金証書、振込通知書等、本
人であることを確認できるものを必ずご持
参ください。
　本人以外の方が相談される場合は、身分
証明書（運転免許証等）と本人からの委任
状が必要となります。

◆問い合わせ
岩国年金事務所　

☎０８２７（２４）２２２２

平成 24 年度　出張年金相談

　元プロ野球選手、元セリーグ審判をお招きして、日本プロ野
球ＯＢクラブ主催による野球教室を開催します。

◆内容
　小学４年生から中学３年生までを対象とした、実技指導など
の野球教室。（小学１年生から３年生は基本見学）
※指導者講習、審判講習も同時に開催。
◆日時　５月 13 日㈰　午前 10 時～午後１時
◆場所　周防大島高校久賀グラウンド
◆講師
　阿南準郎（広島・近鉄）　　　　浜本龍治（西武）
　渡辺弘基（阪急・広島）　　　　小川達明（広島・ダイエー）
　小林敦美（阪急・オリックス）　山本寿之（セリーグ審判）

◆問い合わせ　社会教育課　☎０８２０（７８）２５１２

全国少年少女野球教室を開催します

相
談

無
料
法
律
相
談

　

裁
判
所
で
は
毎
年
５
月
３
日
の
憲

法
記
念
日
を
中
心
に
、
５
月
１
日
か

ら
７
日
ま
で
の
期
間
を
憲
法
週
間
と

し
、
各
地
で
憲
法
週
間
行
事
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
山
口
県
弁
護
士
会
岩
国

地
区
の
協
力
を
得
て
、
無
料
法
律
相

談
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

５
月
15
日
㈫

　

午
後
２
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

（
受
付
時
間　

午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分
）

■
場
所

　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国
２
階　

　

特
別
会
議
室

■
相
談
内
容

　

金
銭
、
不
動
産
、
家
庭
関
係
等
の

法
律
上
の
問
題

■
相
談
者

　

山
口
県
弁
護
士
会（
岩
国
地
区
会
）

所
属
の
弁
護
士

■
主
催

　

山
口
地
方
裁
判
所
岩
国
支
部

　

山
口
家
庭
裁
判
所
岩
国
支
部

　

山
口
県
弁
護
士
会
岩
国
地
区
会

■
問
い
合
わ
せ

　

山
口
地
方
裁
判
所
岩
国
支
部

☎
０
８
２
７
（
４
１
）
０
１
６
１
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海
技
免
状
更
新
講
習

　

小
型
船
舶
操
縦
免
許
証
の
有
効

期
限
は
５
年
で
す
。
有
効
期
間
満

了
日
の
１
年
前
か
ら
更
新
期
間
に

入
り
ま
す
。

※
小
型
船
舶
操
縦
士
で
、
有
効
期

限
を
過
ぎ
た
方
の
講
習
も
同
時
に

行
い
ま
す
。

※
今
回
は
、
海
技
士
の
更
新
講
習

は
行
い
ま
せ
ん
。

■
講
習
日
時　

　

４
月
29
日
㈰

　

受
付
開
始　

午
後
０
時
30
分
～

　

講
習
開
始　

午
後
１
時
30
分
～

■
場
所　

　

大
島
文
化
セ
ン
タ
ー

※
持
参
品
、
料
金
等
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

㈳
広
島
海
技
学
院

☎
０
８
２
（
２
５
５
）
８
７
０
５

さ
つ
き
園
で
は

協
力
者
を
募
集
し
ま
す

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
さ

つ
き
園
（
西
屋
代
）
で
は
、
地
域

の
方
々
と
の
交
流
を
目
的
と
し
て

協
力
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
限　

　

５
月
31
日
㈭
ま
で

■
内
容　

・
さ
つ
き
園
の
利
用
者
と
一
緒
に

楽
し
く
作
業
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
た
だ
け
る
方

・
利
用
者
・
職
員
に
作
業
の
指
導

や
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
た
だ
け

る
方

■
実
施
期
間

　

６
月
１
日
㈮
か
ら
平
成
25
年
３

月
29
日
㈮
ま
で

■
来
所
日　

　

月
２
日
程
度
を
予
定

　
（
時
間
は
応
相
談
）

■
作
業
内
容　

　

工
芸（
陶
芸
・
手
芸
）、農
耕（
野
菜
・

椎
茸
栽
培
、
柑
橘
皮
む
き
）、
ウ
エ

ス
加
工
等

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
直
接
さ
つ

き
園
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

さ
つ
き
園　

担
当　

園
長　

古
川

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
３
３
５
６

お
知
ら
せ

　特定健診は、健康管理を行う上で、とても重
要なものです。
　今年度から特定健診をより受けやすい体制
を整えるために、今までの個別健診に加えて
平日の集団健診を始めます。
　個別健診または
集 団 健 診 の ど ち
ら か を 希 望 す る
か、また、他で健
診を受ける方や受
けられない理由に
ついてもお聞きし
たいと思いますの
で、４月上旬にお
配りしています右
の「特定健診意向
調査ハガキ」にご
記入の上投函をお
願いします。

◆問い合わせ
健康増進課　☎０８２０（７７）５５０２

　町民の皆さんが積極的に町
政運営に参画する仕組みとし
て、昨年度から町長自らが町
民の皆さんのところに出向き、
自由な雰囲気の中でひざを交
えて話し合いを行い、町民の

「声」を聴く意見交換会「町長
と意見交換会（ワンテーマディ
スカッション）」を実施してい
ます。10 月から３月までに開催された意見交換会は下表のと
おりです。

No 開催日 場所 テーマ

３ 11 月 8 日 小松 空家調査の取り組み

４ 11 月 14 日 地家室 東南海地震並びに台風災害対策について

５ １月 19 日 西安下庄 町の保育行政について

６ ２月６日 西屋代 合併後８年を振り返って

７ ２月 29 日 小松 笠佐島の活性化と雇用促進

ワンテーマディスカッションを開催しています

◆問い合わせ
政策企画課　広報情報統計班　☎０８２０（７４）１００７

▲ 11 月８日
小松での意見交換会の様子

すみましたか？４月 20 日㈮までに
「特定健診意向調査ハガキ」

の投函を！！
※ 40 歳から 75 歳未満の
　国保加入者全員にお願いします
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■日時　
　４月 29 日㈰
　午前 10 時～午後４時
■スタート会場
　スパーク大島
　（役場大島庁舎前）
■内容
　大島八十八か所霊場の内、屋代平野に点在してい
る十四か所をご家族の方などと一緒に、お大師堂め
ぐりをお楽しみいただきます。
■問い合わせ　
　㈳周防大島観光協会
　☎０８２０（７２）２１３４

お大師堂めぐり　歩け歩け大会

や な い 警

察

署

だ

よ

り

《シルバードライバーのみなさん》
　※「自動車の運転から卒業」しませんか。
　※「運転卒業者サポート手帳」を見せることで柳井地区
　　はもとより、県内全域で、タクシーの運賃割引をはじめ、
　　多くの支援サービスを受けることができます。
　※運転に不安を感じるようになったら、家族の皆さんと
　　よく相談して運転免許の自主返納を考えてみましょう。
　※シルバードライバー安全３則
　　　　　　○油断大敵　慣れた道
　　　　　　○交差点　安全確認　二度三度
　　　　　　○今一度　能力自覚　安全走行

《歩行者や自転車のみなさん》
　※交通事故は自宅から５００ｍ以内で多く発生しています。
　※夜間、道路を横断中の被害者のほとんどが、反射材を着用されてい
　　ません。反射材は、夜間の交通事故防止のため大変有効な物です。
　　　　　　○ できるだけ　身体の下の部分に付けましょう
　　　　　　○ 動きの大きい部分に付けましょう
　　　　　　○ たくさん（複数）付けましょう。

高齢者が関係する
交通死亡事故が多発しています！

◆問い合わせ
　周防大島幹部交番　☎０８２０（７２）０１１０　　柳井警察署　☎０８２０（２３）０１１０

▲運転卒業者サポート手帳の見本

　
　
　身体障がい者等が所有もしくは使用する軽自動
車等について、障がいの程度により一定の要件を
満たしている方には、軽自動車税の減免制度があ
ります。軽自動車税の減免申請期限は５月 24 日
㈭です。
　なお、減免のできる自動車は一人の障がい者に
つき普通自動車等を含め、一台に限られます。詳
しくは、お問い合わせください。

◆問い合わせ
○軽自動車税　税務課　課税第１班　

☎０８２０（７４）１００８
○自動車税　柳井県税事務所　　　　

☎０８２０（２３）２１２１

今年は軽トラマーケットも開催 軽自動車税の
減免制度のお知らせ



18広報すおう大島 平成 24 年 ( 2012 年 )4 月号

お知らせ４月

催
し

特　設　人　権　相　談　所
　◆日　　時　５月７日㈪　午前９時 30 分～正午

　◆場　　所　東和総合センター

　◆相談内容　法律、人権、土地、家屋、金銭貸借、

　　　　　　　離婚などあらゆる生活上の心配事

　◆相 談 員 　 人権擁護委員

　◆問い合わせ　福祉課　
　　☎０８２０（７７）５５０５

第
6
回
〝
安
下
庄
海
の
市
〟

を
開
催
し
ま
す

　

町
と
連
携
し
て
起
業
家
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
る
「
島
ス
ク
エ
ア
」

修
了
生
な
ど
、
市
場
出
店
者
と
来

店
者
双
方
が
共
に
楽
し
み
な
が

ら
、
島
の
南
側
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
出
店
者
を
募
集
し
青
空
市

場
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

4
月
28
日
㈯　

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

■
場
所　

橘
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
横

漁
協
管
理
地
（
橘
庁
舎
南
東
側
）

■
出
店
募
集
に
つ
い
て

○
出
店
形
態

　

テ
ン
ト
の
み
の
青
空
市
場
（
テ

ン
ト
20
張
り
を
予
定
）

○
販
売
品
目

　

魚
介
類
、
農
産
物
、
手
芸
品
、

弁
当
ほ
か

○
必
要
な
品

　

コ
ン
パ
ネ
１
枚
、
み
か
ん
用
コ

ン
テ
ナ
８
個
、
値
札
（
出
店
者
の

氏
名
、
住
所
を
明
記
）

※
事
前
連
絡
に
よ
り
コ
ン
パ
ネ
、

コ
ン
テ
ナ
は
主
催
者
側
で
用
意
可

能
で
す
。

○
出
店
料　

５
０
０
円
／
１
店
舗

　
（
１
コ
ン
パ
ネ
相
当
）

　

但
し
、
70
歳
以
上
の
方
は
無
料

○
申
し
込
み
期
限

　

4
月
26
日
㈭
ま
で

■
主
催

　

安
下
庄
海
の
市
実
行
委
員
会

■
後
援

　

山
口
県
漁
協
安
下
庄
支
店

　

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校

　

周
防
大
島
町

　

㈳
周
防
大
島
観
光
協
会

　

周
防
大
島
町
商
工
会

　

山
口
大
島
農
業
協
同
組
合

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
漁
協
安
下
庄
支
店

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
１
０
０
３

フ
ァ
ッ
ク
ス

　

０
８
２
０
（
７
７
）
１
０
０
４

島
の
恵
み
フ
ェ
ス
タ

軽
ト
ラ
マ
ー
ケ
ッ
ト

参
加
者
募
集

　

周
防
大
島
町
と
周
防
大
島
観
光

協
会
、中
国
新
聞
と
の
共
催
で
「
瀬

戸
内
海
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
島

の
恵
み
フ
ェ
ス
タ
」
を
町
陸
上
競

技
場
周
辺
で
開
催
し
ま
す
。

　

フ
ェ
ス
タ
で
は
軽
ト
ラ
マ
ー

ケ
ッ
ト
も
開
催
し
ま
す
。
イ
ベ

ン
ト
会
場
で
魚
や
野
菜
な
ど
を

軽
ト
ラ
な
ど
で
販
売
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
詳
し
く
は
周
防
大
島
観
光

協
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
日
時　

　

5
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

■
会
場　

　

町
陸
上
競
技
場
周
辺

■
料
金　

一
車
両 　

５
０
０
円

■
申
し
込
み
締
切
日

　

5
月
7
日
㈪
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

㈳
周
防
大
島
観
光
協
会

☎
０
８
２
０
（
７
２
）
２
１
３
４

島
の
く
ら
し
を
お
す
そ
わ
け

～
春
コ
ー
ス
～

○
夏
み
か
ん
の
加
工
品
づ
く
り

・
日
時　

５
月
12
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
相
談
】

　

美
容
外
科
で
下
眼
ま
ぶ
た
の

た
る
み
取
り
手
術
を
受
け
た
。

施
術
前
の
医
師
の
説
明
で
は
、

た
る
み
が
取
れ
る
と
い
う
話

だ
っ
た
が
、
効
果
が
な
か
っ
た

の
で
返
金
し
て
ほ
し
い
。

【
処
理
】

　

美
容
医
療
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
に
つ
い
て
説
明
し
、
施
術
を

行
っ
た
医
師
に
対
し
、
返
金
の

交
渉
を
す
る
よ
う
助
言
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

美
し
く
な
り
た
い
と
い
う
願

望
を
く
す
ぐ
る
「
プ
チ
整
形
」

「
レ
ー
ザ
ー
脱
毛
」「
脂
肪
吸
引
」

等
、
美
容
に
関
す
る
広
告
が
、

雑
誌
や
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
な
ど

で
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ

こ
に
は
、「
美
し
く
」「
痛
み
も

な
く
安
心
」「
安
い
」
と
い
っ

た
魅
力
的
な
言
葉
が
並
ん
で
い

ま
す
が
、
実
際
の
施
術
内
容
や

料
金
が
当
初
の
説
明
と
は
異

な
っ
て
い
た
と
い
う
相
談
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
に
は
、

皮
膚
障
害
や
熱
傷
な
ど
後
遺
症

が
残
る
深
刻
な
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。

　

一
度
施
術
を
受
け
る
と
、
返

金
交
渉
や
施
術
前
の
状
態
に
戻

す
こ
と
が
困
難
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。
広
告
の
内
容
だ
け
を
う

の
み
に
せ
ず
、
医
療
の
内
容
や

リ
ス
ク
、
費
用
総
額
や
施
術
後

の
ケ
ア
な
ど
、
医
師
か
ら
十
分

な
説
明
を
受
け
、
本
当
に
自
分

に
と
っ
て
必
要
な
施
術
な
の
か

ど
う
か
慎
重
に
考
え
ま
し
ょ

う
。

か
し
こ
い
消
費
者

めざせ！

美
容
医
療
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

相
談
は　

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
８
３
（
９
２
４
）
０
９
９
９

ま
た
は
町
商
工
観
光
課　
　

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
３
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周
防
大
島
町
保
健
師

　
　
　
　

佐
原　

聡
子

　
　
　
　
（
健
康
増
進
課　

健
康
づ
く
り
班
）

お知らせ４月

５
月
か
ら
が
ん
検
診
が
始
ま
り
ま
す
！

　　

情
報
化
社
会
の
現
在
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
の

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら
、「
が
ん
」
に
つ
い
て
の
最

新
の
情
報
が
得
ら
れ
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
た
く
さ
ん
の
良
い
情
報
を
得
て
い
て
も
、

「
自
分
は
関
係
な
い
」｢

う
ち
は
が
ん
の
遺
伝
は
な

い
か
ら
大
丈
夫｣

「
悪
く
な
っ
た
ら
病
院
へ
行
け

ば
い
い
」
な
ど
の
声
を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
「
が
ん
」
は
私
た
ち
の
２
人
に
１
人
近
く
が
罹

り
、
３
人
に
１
人
が
命
を
落
と
し
て
い
る
、
と
て

も
身
近
な
病
気
で
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
？

「
が
ん
」
は
食
事
や
喫
煙
な
ど
の
生
活
習
慣
が
影

響
す
る
病
気
で
、
遺
伝
に
関
係
す
る
「
が
ん
」
は
、

全
体
の
５
％
程
度
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
体

の
中
で
、
毎
日
多
数
の
が
ん
細
胞
が
で
き
、
免
疫

の
細
胞
に
退
治
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
ま
た
ま
免
疫

が
取
り
こ
ぼ
し
た
細
胞
が
10
～
15
年
近
い
時
間
を

経
て
、
目
に
見
え
る
「
が
ん
」
に
育
つ
の
で
す
。

食
事
に
気
を
つ
け
、
運
動
を
行
い
、
禁
煙
す
る
な

ど
、
予
防
に
取
り
組
む
こ
と
で
「
が
ん
」
に
な
る

危
険
性
は
減
少
し
ま
す
が
、
ゼ
ロ
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
が
ん
細
胞
は
10
～
15
年
か
け
て
約
１
㎝

に
成
長
し
ま
す
が
、
１
㎝
か
ら
２
㎝
に
な
る
に
は

２
年
と
か
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
早
期
に
が
ん

を
発
見
す
る
に
は
、
定
期
的
な
検
診
が
有
効
で
あ

り
、
早
期
に
発
見
で
き
れ
ば
、
高
い
確
率
で
完
治

す
る
病
気
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
が
ん
検
診
な
ど
の
健
康
づ
く
り
に
関
す

る
各
種
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が

ら
、
ど
の
検
診
も
受
診
者
が
少
な
い
現
状
で
す
。

　

ま
た
周
防
大
島
町
の
死
亡
の
状
況
を
み
る
と
、

死
因
の
１
位
は
「
が
ん
」
で
あ
り
、
中
で
も
町
で

検
診
を
実
施
し
て
い
る
肺
が
ん
、
胃
が
ん
、
大
腸

が
ん
が
多
い
現
状
で
す
。
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
の
受
療
状
況
を
み
る
と
「
が
ん
」
で
入
院
治
療

し
て
い
る
人
の
割
合
が
大
き
く
、
山
口
県
内
で
も

上
位
で
す
。

　

先
日
、
周
防
大
島
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

の
研
修
会
で
、「
が
ん
」
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま

し
た
。
そ
の
中
で
「
が
ん
に
つ
い
て
の
正
し
い
知

識
を
得
た
い
」「
検
診
の
必
要
性
を
地
域
に
伝
え
、

誘
い
あ
っ
て
受
診
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
」
等
、

と
て
も
前
向
き
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
一
人
で

検
診
を
受
け
に
行
く
の
は
ち
ょ
っ
と
・
・
・
と
感

じ
て
い
る
方
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
か
？
家
族
や
お
友

達
を
誘
い
あ
い
、
ぜ
ひ
身
近
な
場
所
で
実
施
し
て

い
る
、
町
の
が
ん
検
診
を
受
診
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　周防大島チャンネルは、月曜日から日曜日まで一週間同
じ番組を、毎日午前６時から２時間ごとに放送しています。

《今後の放送予定》
・４月 16 日～ 22 日　　　 周防大島高校吹奏楽部第３回
　　　　　　　　　　　　  定期演奏会　
・４月 23 日～ 29 日　　　 島のくらしをおすそわけ
　　　　　　　　　　　　  源空寺保育園お遊戯会
・４月 30 日～５月６日       入学式（油田小・和田小・沖浦小）
　　　　　　　　　　　　 子育て支援センター紹介
・５月７日～ 13 日　　　   マウンテンマウス
　　　　　　　　　　　　 チャリティーコンサート
・５月 14 日～ 20 日　　　安下庄　海の市
※番組は変更することがありますのでご了承ください。地域
のイベントや楽しい情報がありましたらお知らせください。

◆問い合わせ
政策企画課　☎ 0820（74）1007

ケーブルテレビ
周防大島チャンネル放送予定

・
場
所　

農
産
物
加
工
セ
ン
タ
ー

　
（
東
安
下
庄
）

・
体
験
料　

２
０
０
０
円

・
受
入
人
数　

10
人

・
募
集
締
め
切
り　

４
月
27
日
㈮

※
昼
食
あ
り

○
き
ゃ
ら
ぶ
き
と
お
餅
づ
く
り

・
日
時　

５
月
19
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

・
場
所　

久
賀
総
合
セ
ン
タ
ー

　
（
中
瀬
田
）

・
体
験
料　

２
０
０
０
円

・
受
入
人
数　

７
人

・
募
集
締
め
切
り　

５
月
９
日
㈬

※
昼
食
あ
り

○
に
ん
に
く
の
収
穫
体
験
と

シ
ー
フ
ー
ド
ピ
ザ
づ
く
り

・
日
時　

５
月
29
日
㈫

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

・
場
所　

し
ま
と
ぴ
あ
ス
カ
イ
セ
ン

タ
ー　
（
小
松
）

・
体
験
料　

２
０
０
０
円

・
受
入
人
数　

10
人

・
募
集
締
め
切
り　

５
月
18
日
㈮

※
昼
食
あ
り

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
く
ら
し
体
験
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
事
務
局
（
農
林
課
内
）

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２
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イベント・健康相談カレンダー

相談内容 実施日 時間

骨髄バンク登録検査 ９日㈬ ９：00 ～ 10：00

Ｂ・Ｃ型肝炎抗体検査 ９日㈬ 10：00 ～ 10：30

ＨＴＬＶ‐１抗体検査 ９日㈬ 10：30 ～ 11：00

エイズ抗体検査 ９日㈬ 14：00 ～ 16：00

《 ５ 月 の 柳 井 健 康 福 祉 セ ン タ ー 定 例 保 健 事 業 》

相談内容 実施日 時間

発達クリニック 10 日㈭ 13：00 ～ 16：00

心の健康相談 15 日㈫ 13：00 ～ 14：00

思春期・ストレス相談 25 日㈮ 10：00 ～ 15：00

※相談・検査は事前に電話予約が必要です。　◆問い合わせ　柳井健康福祉センター☎０８２０（２２）３６３１

健康相談などに関するお問い合わせ　
健康増進課　☎ 0820（77）5504

4 月

21 日㈯

22 日㈰ 休日在宅当番医〈山中クリニック☎７２－０１５２〉

23 日㈪

24 日㈫

25 日㈬

26 日㈭ 育児相談〈10：00 ～ 11：30 しまとぴあスカイセンター〉

27 日㈮

28 日㈯ 安下庄海の市〈10：00 ～ 14：00　橘グリーンパーク横〉

29 日㈰
休日在宅当番医〈正木内科医院☎７７－００２１〉
お大師堂めぐり歩け歩け大会

〈10：00 ～ 16：00　スパーク大島〉

30 日㈪ 休日在宅当番医〈安本医院☎７３－０８２２〉

5 月

1 日㈫ 健康相談〈8：30 ～ 11：30 東和総合支所〉

2 日㈬
健康相談〈8：30 ～ 11：30 しまとぴあスカイセンター〉 
育児相談〈10：00 ～ 11：30 東和総合センター 2 階和室〉

3 日㈭ 休日在宅当番医〈正木内科医院☎７７－００２１〉

4 日㈮ 休日在宅当番医〈安本医院☎７３－０８２２〉

5 日㈯ 休日在宅当番医〈山中クリニック☎７２－０１５２〉

6 日㈰ 休日在宅当番医〈川口医院☎７８－０３０６〉

7 日㈪

8 日㈫ 結核・肺がん検診〈9：00 ～ 14：40 沖浦地区〉

9 日㈬
1 歳 6 か月児健康診査

〈13：00 ～ 13：30（受付）たちばなケアプラザ〉

10 日㈭
子宮（頚部）がん検診・乳がん検診 

〈13：00 ～ 15：00（受付）蒲野農村改善センター〉

11 日㈮

子宮（頚部）がん検診・乳がん検診 
〈13：00 ～ 15：00（受付）沖浦農村改善センター〉 

育児相談〈10：00 ～ 11：30 たちばなケアプラザ〉 
ポリオ予防接種

〈13：00 ～ 13：30（受付）しまとぴあスカイセンター〉

12 日㈯

13 日㈰
休日在宅当番医〈おげんきクリニック☎７４－２４９０〉
全国少年少女野球教室

〈10：00 ～ 13：00　周防大島高校久賀グラウンド〉

14 日㈪ 結核・肺がん検診〈9：00 ～ 11：40 三蒲地区〉

15 日㈫
子宮（頚部）がん検診・乳がん検診 

〈13：00 ～ 15：00（受付）しまとぴあスカイセンター〉 
育児相談〈10：00 ～ 11：30 久賀福祉センター集会室〉

16 日㈬
ポリオ予防接種

〈13：00 ～ 13：30（受付）しまとぴあスカイセンター〉

17 日㈭ 結核・肺がん検診〈9：00 ～ 14：40 小松地区〉

18 日㈮
子宮（頚部）がん検診・乳がん検診 

〈13：00 ～ 15：00（受付）しまとぴあスカイセンター〉

19 日㈯ 島の恵みフェスタ〈10：00 ～ 17：00　町陸上競技場周辺〉

20 日㈰

休日在宅当番医〈嶋元医院☎７４－２３１０〉
島の恵みフェスタ〈10：00 ～ 15：00　町陸上競技場周辺〉
郡壮年軟式野球大会

〈９：00 ～ 13：00　片添多目的グラウンド〉
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周防大島町交通事故発生状況 
（平成 24 年２月末現在）

人身交通事故

件数 死者 傷者

８ ０ ８

前年比

－９ －１ －１１

物損事故件数

４３ 前年比 －３

人の動き（４月１日現在）

人　口 １９, １１０人 （64 人減）

男 ８, ６７２人

女 １０, ４３８人

世帯数 １０, １７９戸 （17 戸減）

〈人口増減内訳〉
増：出生        6 人
　　転入    77 人 小計    83 人
減：死亡    35 人
　　転出  112 人 小計 147 人

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。
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発
行
◆
山
口
県
周
防
大
島
町

編
集
◆
政
策
企
画
課 （
周
防
大
島
町
大
字
小
松
１
２
６
‐
２
）

　
　
　

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
７

印
刷
◆
㈲
中
国
印
刷
社

周
防
大
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.tow

n.suo-oshim
a.lg.jp

Ｅ
メ
ー
ル

seisakukikaku@
tow

n.suo-oshim
a.lg.jp

　町では、平成 24 年度に地域づくりを目的と
した事業を行う団体に対し、予算の範囲内で活
動を支援するための補助金を交付する事業を実
施します。募集要項や様式は、町ホームページ
または各総合支所窓口で入手できますので、ご
応募ください。
◆対象団体
　周防大島町を主たる活動範囲とし、３名以上
で構成され、政治・宗教・営利のみまたは団体
の運営経費・備品等の取得を目的としない団体。
◆対象事業
①新たな個性や特性を育むネットワークやシス
　テムを形成する事業
②地域の個性や特性に磨きをかける人材育成事
　業、魅力発揮事業
③住民参画による地域づくりの機運を育むイベ
　ント、ワークショップ等の開催事業
◆補助金額
　一団体への補助金は、対象事業費の９割以内
とし、上限を 50 万円とします。支援限度額に事
業規模を合わせる必要はありません。
※補助金額は、審査の結果により申請額より減
額となる場合があります。なお、平成 25 年２月
末までに事業が終了するようにしてください。
◆募集期限　５月 10 日㈭　当日消印有効

◆問い合わせ　政策企画課　
☎０８２０（７４）１００７

　町では平成 24 年度から、教養・文化に対す
る意識を高め、豊かな感性と創造性を育むこと
を目的とした事業を行う団体に対し、文化の振
興に資するための補助金を交付する事業を実施
します。募集要項や様式は、町ホームページま
たは各総合支所で入手できますので、ご応募く
ださい。
◆対象団体
　周防大島町を主たる活動範囲とし、３名以上
で構成され、政治・宗教・営利のみまたは団体
の運営経費・備品等の取得を目的としない団体。
◆対象事業
①地域文化の振興と地域文化の創造を図る事業
②地域文化に親しむ環境づくりを育成する事業
③地域文化の高揚を図り、住民参加型の文化振
　興に資する事業
◆補助金額
　一団体への補助金は、対象事業費の９割以内
とし、上限を 20 万円とします。
※補助金額は、審査の結果により減額となる場
合があります。なお、平成 25 年２月末までに
事業が終了するようにしてください。
◆募集期限　５月 15 日㈫　当日消印有効

◆問い合わせ　社会教育課　
☎０８２０（７８）２２０５

地域づくり活動支援事業を
募集します文化振興事業を募集します

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。


